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港湾・土木事業

こ
の
た
め
に
は
、
限
ら
れ
た
人
た
ち
へ
の
福
祉
か
ら
、
す
べ
て
の
人
々
の
生
活
を
よ
り
高
め
る
行
政
に
発
展
す
る
と
と
が
望
ま
れ
る
。

己
の
段
階
に
立
っ
と
き
、
社
会
福
祉
の
現
状
は
ま
だ
満
足
す
べ
き
も
の
で
な
く
、
さ
ら
に
一
段
の
充
実
と
拡
大
が
は
か
ら
れ
ね
ば
な
ら

な
い
。

ζ

の
社
会
福
祉
を
基
盤
と
し
て
大
き
く
前
進
す
る
。

そ
の
完
成
の
時
点
で
は
、
社
会
福
祉
と
社
会
保
障
は
完
全
に
一
体
化
し
、
す
べ
て
の
行
政
は
内
面
的
に
有
機
的
に
つ
な
が
っ
て
国
民
の

幸
福
を
増
進
す
る
体
制
を
整
え
る
と
と
で
あ
ろ
う
。

国
お
よ
び
地
方
の
行
政
も
、

第
八
節

港
湾
・
土
木
事
業

港
湾
修
築
事
業
の
経
過

-744 

宇
和
島
市
の
港
湾
修
築
事
業
は
、
市
制
施
行
後
の
基
本
的
施
策
と
し
て
歴
代
市
長
に
継
承
せ
ら
れ
、
財
政
の
苦
境
を
克
服
し
て
実
行
し

て
き
た
。

ζ

の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
前
章
第
二
節
の
「
市
制
施
行
後
の
基
本
的
事
業
」
に
記
述
し
た
と
と
ろ
で
あ
る
。

そ
の
経
過
の
概
要
を
と
り
ま
と
め
、
と
れ
を
戦
後
の
港
湾
改
修
事
業
と
連
結
し
て
、
首
尾
相
応
じ
た
宇
和
島
港
湾
修
築
五
十

モ
ト
」
で
、

年
の
推
移
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。

終
戦
ま
で
の
推
移

UI 

内
港
後
諜
土
砂
に
よ
る
泉
屋
新
田
お
よ
び
小
笠
原
新
回
目
埋
立

大
正

-
O年
t
-
五
年

温圃ー』ー

第
一
期
埋
立
〈
二
七
、
六

O
O坪
)

大
正
一

O
年

一

月

着

工

同
一
四
年
一

O
月
竣
工

(21 

一
O
年

t
一
四
年

市
白
西
北
部
低
湿
地
を
利
用
L
て
朝
日
運
河
を
築
造
。

(
巾
五
米
・
水

朝日運河堀さく工事

第
二
期
埋
立
(
一
五
、
八
四
七
坪
)

大
正
一
二
年
一
一
月
着
工

同
一
五
年
一

O
月
竣
工

闘

ζ

由
工
事
に
よ
り
内
港
白
土
砂
堆
積
を
除
き
、
そ
白
土
砂
で
現
在
白
弁
天
町
・
寿

町
・
小
笠
原
新
回
目
埋
立
て
を
実
挺
し
た
。

同
探
一
・
五
米
・
延
長
二
四
O
米
)

-745ー

(31 

昭
和
四
年

t
八
年

須
賀
川
付
替
事
業
を
実
施
、
こ
れ
に
よ
っ
て
宇
和
島
港
改
修
白
根
本
的
問
題
白
解
決
成
り
、
さ
ら
に
廃
川
敷
を
市
街
地
化
し

た。

(41 

港
湾
修
築
第
一
期
事
業
〔
新
内
港
修
築
事
業
)

現
在
の
盛
運
汽
船
前
よ
り
対
岸
宇
和
島
製
氷
前
ま
で
、
延
長
五
七
O
米
に
わ
た
り
水
深
三
・

O
米
自
護
岸
を
修
築
、
己
申
竣
深
土
砂
で
日
振
新
田

同

八
年
l
一
四
年

(51 

お
よ
び
築
地
白
埋
立
を
実
施
、
日
張
新
田
は
同
一
一
年
に
築
地
は
同
一
四
年
に
埋
立
完
了
。

一
六
年
l
一
九
年

同

港
湾
修
築
第
二
期
事
業

港湾土木事業

新
内
港
修
築
に
つ
い
で
築
地
位
宇
和
島
港
を
修
築
す
る
も
白
で
、
護
岸
お
よ
び
桟
橋
設
営
・
水
深
増
加
・
水
面
埋
立
・
な
ら
び
に
港
湾
陸
上
施
設

と
し
て
港
務
所
お
よ
び
付
属
施
設
・
道
路
・
海
岸
歩
道
・
荷
楊
場
等
を
築
造
し
た
。

こ
れ
ら
也
事
業
は
、
主
と
し
て
昭
和
一
七
年
か
ら
一
八
年
度
に
か
け
て
、
折
か
ら
白
大
戦
中
、
腎
蒜
そ
白
他
白
一
統
制
下
に
行
わ
れ
、

一
九
年
末
に

一
部
を
除
き
工
事
を
完
了
し
た
。

己
目
新
港
は
翠
ニ
O
年
目
空
襲
に
よ
り
被
災
、
港
湾
陸
上
腿
設
白
す
べ
て
を
烏
有
に
帰
し
た
。

-
H
H
H

」
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戦
後
の
港
湾
改
修
事
業

一746ー

港湾・土木事業

イ

第
一
期
整
備
事
業

昭
和
二
三
年
l
二
四
年

新
内
港
白
俊
諜
に
よ
る
土

111 

砂
お
よ
び
戦
災
に
よ
る
瓦
諜
類
で
旧
内
繕
六
、
九

0
平
方
メ
ー
ト
ル
を
埋
立
、

一
部
を
階
段
荷
蚤

場
と
し
、
埋
立
地
を
市
街
地
と
し
た
。

12) 

こ
れ
に
よ
り
旧
内
港
は
姿
を
消
し
、
旧
城
山
を
め
~

く
ら
し
た
濠
白
面
影
も
な
く
な
っ
て
、
現
在
白
新
一

町
・
同
町
・
丸
之
内
五
丁
目
一
帯
白
地
域
を
造
成
一

し

た

。

~

昭
和
二
四
年
I
二
五
年
築
地
由
宇
和
島
港
の
陸
上
一

施
設
復
興
・
港
務
所
・
船
客
待
合
所
・
浮
桟
橋
(
…

鉄
製
ポ

y
y
l
y
二
基
)
新
設
。

己
れ
に
よ
る
別
府
航
路
発
着
埠
頭
を
樺
崎
か
ら
築
地
現
位
置
に
移
転
L
、
翌
年
宇
和
島
運
輸
株
式
会
社
事
務
所
も
移
築
し
た
。

131 

二
五
年

県
営
で
新
内
港
築
地
地
先
を
波
探
、
市
営
で
浮
桟
橋
(
三
八
米
〉
を
修
繕
。

同

141 

二
六
年

県
営
で
明
倫
町
物
揚
場
(
延
長
四
O
米
・
水
深
二
五
米
〉
、
市
営
で
築
地
荷
揚
場
災
害
復
旧
(
延
長
五
三
五
米
)
施
工
。

同

{Sl 

二
七
年
1
二
八
年

前
年
に
つ
づ
き
明
倫
町
物
揚
場
施
工
、
な
ら
び
に
朝
日
運
河
皆
様
、
明
倫
町
沖
海
面
波
諜
。

同

二
十
八
年
度
よ
り
特
定
港
湾
整
備
事
業
と
し
て
、
坂
下
津
埋
立
{
三
九
、
六
0
0平
方
メ
ー
ト
ル
)
に
着
工
。
同
年
一

O
月
二

O
日
よ
り
愛
媛
県

管
理
港
湾
と
な
る
。

.....iI...ー

171 161 

二
九
年

県
営
で
明
倫
町
物
場
場
(
延
長
九
O
米
)
施
工
。
地
盤
変
動
対
策
と
し
て
築
地
護
岸
白
か
さ
上
げ
施
工
。
坂
下
津
埋
立
工
事
続
行
。

県
営
で
明
倫
町
物
揚
場
白
仕
上
げ
工
事
施
工
。
と
れ
に
よ
り
明
倫
町
物
揖
場
は
延
長
二
三
六
メ
ー
ト
ル
・
水
深
二
・
五
メ
l
ト
W
と

同同

。
年

な
っ
た
。

181 

三
一
年

同

県
営
で
新
内
港
朝
日
町
岸
壁
・
物
揚
場
(
延
長
四

O
米
)
と
設
諜
施
工
、
継
続
事
業
で
あ
る
坂
下
津
埋
立
工
事
続
行
。

91 

三
二
年

県
営
で
新
内
港
岸
壁
そ
白
他
白
仕
上
げ
工
事
と
地
盤
変
動
に
よ
る
繋
船
岸
・
物
揚
場
改
修
、
前
年
に
続
い
て
坂
下
津
埋
立
工
事
続

同
行

日団

年

内
港
由
理
立
延
長
実
施
。

同

と
こ
に
戦
後
の
港
湾
修
築
工
事
と
し
て
の
第
一
期
事
業
は
、
旧
内
港
の
埋
立
、
築
地
宇
和
島
港
の
復
旧
整
備
、
新
内
港
の
竣
諜
、
明
倫

町
物
揚
場
な
ど
を
完
成
し
、
総
延
長
七
百
三
十
四
米
に
お
よ
ぶ
岸
壁
の
復
旧
、
新
設
工
事
を
完
了
し
た
。

以
上
の
工
事
は
昭
和
二
十
五
年
よ
り
前
の
分
は
す
べ
て
市
の
施
工
、
そ
れ
か
ら
の
ち
の
修
築
工
事
は
県
営
に
移
さ
れ
、
維
持
補
修
と
埋

立
工
事
は
市
が
施
工
す
る
と
と
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
港
湾
法
(
昭
和
二
十
五
年
五
月
三
十
一
日
公
布
)
の
施
行
に
伴
い
本
港
は
地
方
港

(
昭
和
二
十
八
年
十
月
二
十
日
付
)
そ
の
の
ち
は
県
港
湾
管
理
条
例
に
も
と
づ
き
港
湾
修
築

-747 -

湾
と
し
て
管
理
す
る
港
湾
に
な
っ
た
の
で
、

と
災
害
復
旧
の
施
工
主
体
は
県
に
移
さ
れ
、
維
持
修
繕
の
弘
市
が
施
工
す
る
己
と
と
な
り
、
港
銭
徴
収
・
港
湾
管
理
の
一
部
と
港
湾
統
計

調
査
の
事
務
を
県
か
ら
市
へ
委
託
し
た
。

港湾土木事業

昭
和
二
十
五
年
か
ら
三
十
二
年
ま
で
八
か
年
の
聞
の
県
・
市
港
湾
施
設
費
は
、
総
額
一
億
一
千
一
百
九
十
万
六
千
円
に
達
し
、

ち
県
事
業
は
七
千
二
百
万
円
、
市
事
業
は
三
千
九
百
九
十
万
六
千
円
で
あ
る
。

と
の
う

ロ

第
二
期
整
備
事
業

昭
和
三
十
五
年
六
月
九
日
、
字
和
島
港
は
港
湾
法
に
よ
る
「
重
要
港
湾
」
の
指
定
を
う
け
た
。

宇和島市誌　上巻



新
た
に
指
定
さ
れ
た
重
要
港
湾
と
し
て
の
使
命
達
成
の
た
め
に
港
湾
整
備
の
必
要
を
認
め
、

港湾土木事業

和
三
十
六
年
度
か
ら
、
新
内
港
・
内
港
お
よ
び
坂
下
津
地
先
の
波
諜
・
物
揚
場
・
護
岸
・
桟
橋
な

ど
の
基
本
的
改
修
整
備
に
着
手
し
た
。

と
く
に
四
十
年
度
か
ら
は
第
二
次
港
湾
整
備
事
業
に
入
り
、

さ
ら
に
第
三
次
計
画
を
ふ
く
め

て
、
四
十
五
年
度
ま
で
に
坂
下
津
岸
壁
の
水
深
(
四
・
五
メ
ー
ト
ル
、
延
長
二
五

0
メ
ー
ト
ル
)

の
修
築
を
推
進
し
た
。

宇
和
島
港
の
整
備
拡
充
と
と
も
に
、

そ
の
機
能
の
充
実
を
は
か
る
た
め
に
は
、

フ
ェ
H
ノ

l
接
岸

施
設
を
建
設
す
る
ζ

と
が
焦
眉
の
問
題
で
あ
っ
た
が
、

四
十
四
年
と
四
十
五
年
度
事
業
と
し
て
工

費
五
千
七
十
三
万
八
千
円
に
よ
る
県
営
事
業
で
己
れ
を
施
工
し
、
固
定
接
続
と
可
動
橋
を
完
成
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
一
千
屯
級
二
隻
の
繋
船
が
可
能
と
な
り
、

四
十
六
年
六
月
か
ら
フ
ェ
リ
ー
の
就

航
を
長
る
こ
と
が
で
、
き
た
。

四
十
三
年
度
か
ら
急
速
に
外
材
の
輸
入
が
促
進
さ
れ
、

四
十
六
年
七
月
に
は
待
望
の
「
開
港
指

定
」
が
実
現
し
、

さ
ら
に
同
年
八
月
に
「
植
物
輸
入
特
定
港
」
の
指
定
を
う
け
、
宇
和
島
港
は
名

実
と
も
に
国
際
貿
易
港
と
し
て
飛
躍
的
前
進
を
と
げ
る
と
と
と
な
っ
た
。

昭

748 

築地フェリー接岸施設

乙
の
宇
和
島
港
の
画
期
的
発
展
に
対
応
し
、
改
め
て
第
四
次
港
湾
計
画
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
、
四
十
六
年
度
か
ら
五
十
年
度
ま
で

に
坂
下
津
岸
壁
(
水
深
四
・
五

t
七
・
五
メ
ー
ト
ル
、
延
長
二
百
九
十
五
メ
ー
ト
ル
)
を
完
成
し
て
、
大
型
二
干
屯
か
ら
五
千
屯
級
の
船

舶
接
岸
を
可
能
と
す
る
ほ
か
、
物
畑
町
場
・
泊
池
な
ど
の
整
備
を
完
了
し
、
{
子
和
島
港
修
築
の
目
的
を
達
成
す
る
計
画
を
立
案
し
た
。

市
制
施
行
か
ら
五
十
年
余
り
に
わ
た
る
港
湾
の
改
修
事
業
は
、
宇
和
島
港
の
も
つ
特
殊
な
地
理
的
事
情
に
よ
る
港
内
の
土
砂
埋
没
を
廃

除
す
る
こ
と
か
ら
は
じ
ま
っ
た
。
港
内
の
凌
決
お
よ
び
俊
諜
土
砂
に
よ
る
埋
立
事
業
に
つ
づ
い
て
、
須
賀
川
の
付
替
を
断
行
し
、
基
本
的

な
港
湾
計
画
に
基
づ
く
新
内
港
の
修
築
と
築
地
新
港
の
新
設
と
な
っ
た
。

」溢』

そ
の
の
ち
の
時
代
の
進
展
は
港
湾
機
能
の
充
実
と
港
湾
規
模
の
拡
大
が
要
請
さ
れ
、
フ
ェ
リ
ー
接
岸
施
設
と
重
要
港
湾
な
ら
び
に
貿
易

港
・
植
物
輸
入
港
と
し
て
の
使
命
に
基
づ
く
大
型
船
の
接
岸
岸
壁
の
整
備
に
至
る
大
事
業
を
実
施
し
、
昭
和
五
十
年
度
で
既
定
計
画
は
一

応
一
段
落
を
つ
げ
る
予
定
で
あ
っ
た
。

5 

字
和
島
港
の
再
開
発
計
画

し
か
し
、
宇
和
島
港
の
整
備
は
と
れ
で
終
了
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
時
代
の
転
換
は
、
宇
和
島
市
の
未
来
に
四
国
西
南
地
域
開
発
の
拠

点
と
し
て
の
使
命
と
、
南
予
V
ク
9
エ
l
V
ョ
y
都
市
の
中
核
と
し
て
の
役
割
を
も
た
ら
し
た
。

島
港
は
、
面
白
を
一
新
し
た
大
改
造
が
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

海
陸
交
通
運
輸
の
玄
関
口
と
し
て
、
広
大
な
後
背
地
に
交
流
す
る
物
資
と
、
全
国
か
ら
お
し
寄
せ
る
レ
ジ
ャ
ー
人
口
を
呑
吐
す
る
宇
和

749 

障
を
来
た
し
て
い
る
ー
と
し
て
、

己
の
時
に
あ
た
っ
て
、
地
元
市
内
の
運
輸
関
係
者
や
商
工
業
代
表
者
は
、
宇
和
島
港
の
整
備
が
大
幅
に
遅
れ
て
地
域
発
展
に
重
大
な
支

「
港
湾
整
備
促
進
懇
談
会
」
を
結
成
し
、
県
や
市
に
対
し
て
早
期
大
改
修
を
呼
び
か
け
、
市
も
「
港
湾

審
議
会
」
を
設
註
し
て
基
本
的
改
修
計
画
を
検
討
す
る
と
と
と
な
っ
た
。

新
た
な
港
湾
計
画
は
、
市
百
年
の
大
計
と
し
て
専
門
家
の
診
断
と
指
導
を
求
出
る
必
姿
が
あ
り
、
日
本
港
湾
協
会
に
調
査
と
開
発
計
画

の
立
案
を
委
託
し
た
。
同
協
会
は
佐
藤
肇
理
事
長
を
委
員
長
と
し
、
東
京
大
学
工
学
部
八
十
島
義
之
助
教
授
以
下
十
二
人
の
各
界
権
威
者

港湾土木事業

を
委
員
と
し
て
、
宇
和
島
港
の
現
状
と
将
来
の
使
命
に
立
脚
し
た
基
本
的
調
査
と
改
造
計
画
を
検
討
し
、
昭
和
四
十
八
年
二
月
に
「
宇
和

島
港
開
発
計
画
調
査
」
報
告
書
を
完
成
し
た
。

宇
和
島
市
は
、
と
の
報
告
書
に
基
づ
く
港
湾
計
画
の
本
格
的
推
進
を
運
輸
省
に
陳
情
し
た
が
、
運
輸
大
臣
の
諮
問
機
関
で
あ
る
「
港
湾

審
議
会
」
は
、
同
年
三
月
七
日
に
計
画
部
会
を
聞
い
て
審
議
の
結
果
、
宇
和
島
港
・
西
郷
港
〔
島
根
)

-
宮
崎
港
(
宮
崎
)
の
新
規
整
備
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